
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年４月５日                NO,４３５ 

 

 大東議員は、市長選挙での公約だった保育料の無料化を早く実施し、子

育て支援の充実をすすめるように一般質問で要望しました。 

 市長は、「子育てに係わる経済負担の軽減も必要と考えているが、保育料

の無料化については多額な財政負担がともない、大きな課題と考えている」       

と答え、保育料の無料化について市長は、「新年度から子ど

も・子育て支援制度がスタートするので、無料化について

は新年度以降に検討したい」との考えを示し、大東議員は、

一日も早い保育料無料化の実施を重ねて要望しました。 

 ４月から介護保険料の基準額が５２，６００円から６５，１００円に約

２３％引き上げられ、年金は賃金の伸びより年金の伸びを抑える「マクロ

経済スライド」が導入され、実質引き下げられることになります。 

 国民年金の保険料は、月３４０円引き上げられ１５，５９０円になり、

子育て給付金は１０，０００円から３，０００円に引き下げられます。 

 自家用の軽自動車税が４月から購入の車から７，２００円が１０，８０

０円に引き上げられ、乳製品や食用油、輸入小麦なども値上げされました。 

 消費税の８％への増税から１年がたちましたが、値上げと負担増のラッ

シュでさらに生活が圧迫されることになり、市政が市民のくらしを支える

ことがますます必要になってきています。 

   さいかち坂 

 沼田病院から上沼須に 

向かう坂の途中から利南 

中跡地に向う坂が「さい 

かち坂」（写真右）です。 

 戦国時代に片品川を挟 

んで真田氏と北条氏がに 

らみあっていました。 

 利南公民館の東側には、真田氏の沼須城があり、北条氏に対

する真田氏の最前線基地としての役割を担っていました。 

 加沢記には、北条氏の先陣が「さいかち坂」を登り、横塚の

愛宕神社付近に陣をはったとあります。 

下久屋八幡宮 

 津久井、倉品、永井が、

下久屋の基本名字とい

われ、八幡宮は、津久井

家の氏神として祀られ

てきました。 

 寬正５年（１４６４）

の石宮が「隠居八幡」と

よばれ、江戸時代には２

度の再建がされました。 

 利根町追貝の獅子舞が３月２９日おこなわれ、大国神

社で舞われた後、家々をまわりました。 

                 追貝の獅子舞は、

平滝に出稼ぎに来

ていた富山県の人

が伝えました。 

                 畑を荒らす獅子を

２人の獅子狩りが

退治するという勇

壮な舞です。 

 沼田市と姉妹都市協定を結んでいるドイツ・フュッセ

ン市のパウル・ヤコブ市長と市職員、市議会議員、ホテ

ル経営者の４人が３月２７日、姉妹都市２０周年を記念

して沼田市役所を訪れました。 

 市役所では職員などが一行を歓迎し、横山市長と懇談

したり、茶の湯を楽しんだり、２８日にはホテルベラ・

ヴィタで歓迎会がおこなわれました。 
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